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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】平行線と線分の比①：三角形 

[問題](3学期) 

 下の文は三角形と比の定理である。[  ]にあてはまるものを

答えなさい。 
(1) AD：AB＝[  ]：[  ]＝[  ]：[  ] 

(2) AD：DB＝[  ]：[  ] 

[解答欄] 

(1)  (2) 

[解答](1) AD：AB＝[AE]：[AC]＝[DE]：[BC] (2) [AE]：[EC] 

[解説] 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問題](3学期) 

次の文は，三角形と線分の比についての定理である。

( )をうめなさい。 
△ABCで，辺 AB，AC上の点を，それぞれ P，Qとする。 

(1) PQ // BCならば， 

AP：AB＝AQ：( ア )＝PQ：( イ ) 

(2) AP：PB＝AQ：QCならば，PQ // ( ウ ) 

[解答欄] 

ア イ ウ 

[解答]ア AC イ BC ウ BC 

 

http://www.fdtext.com/dat/
http://www.fdtext.com/dat/


 2

[問題](3学期) 
 右図について，次の①～④の(  )にあてはまるものを下の

語群より選びなさい。 

ST // QRのとき，PS：( ① )＝( ② )：QR 

ST // QRのとき，PS：SQ＝PT：( ③ ) 

ST // QRで，PS＝9cm，PT＝7cm，SQ＝12cm，QR＝14cm

のとき，ST＝( ④ )cmとなる。 

[語群] 

[PT SQ ST PQ QR PR TR 6 7 10.5 11.5] 

 

[解答欄] 

①  ②  ③  ④  

[解答]① PQ ② ST ③ TR ④ 6 

[解説] 

④ ST：QR＝PS：PQなので， 

ST：14＝9：(9＋12)，ST：14＝3：7 

外項の積 ST×7は，内項の積 14×3と等しいので， 

7ST＝14×3 ゆえに ST＝14×3÷7＝6cm 

 

 

[問題](3学期) 

下の図で，PQ // BCが成り立つものはどれか。記号で答えなさい。 
 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]イ，エ 
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[解説] 

 

 

 

 

 

 

ア 20：28≠15：22 イ 14：7＝20：10 ウ 12：18≠15：22 エ 15：18＝20：24 

 

[問題](3学期) 

次の図で，DE // BCのとき xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 6=x  

[解説] 

DE // BCなので，平行線の性質より，DE：BC＝AD：ABなので， 9:3:2 =x  

内項の積 3×x は外項の積 92× に等しいので， 6,183 == xx  

 

[問題](2学期期末) 

 AC // DE，AC＝9cm，DE＝6cn，AD＝2cmのとき，

BDの長さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答] 4 cm 
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[解説] 

AC // DEなので，平行線の性質より， 

BD：BA＝DE：AC 

BD＝ xとおくと， ( ) 9:62: =+xx  

内項の積 ( ) 62 ×+x は外項の積 9×x に等しいので， 

( ) 123,9126,926 ==+=+ xxxxx  

ゆえに， 4312 =÷=x cm 

 

[問題](2学期期末) 

 次の図形で， xの値を求めなさい。 

(1) (2) 

 

 

 

 
 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
7
80

=x  (2) 2=x  

[解説] 

(1) DE // BCなので， ( )410:1016: +=x  

外項の積 14×x は，内項の積 1016× に等しいので， 

16014 =x  ゆえに
7
80

14
160

==x  

(2) AB // CDなので，AB：CD＝OA：OC 

( )x+= 6:612:9  

外項の積 ( )x+× 69 は，内項の積 612× に等しいので， 

( ) 86,7269 =+=+ xx  ゆえに， 2=x  
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[問題](2学期期末) 

 次のそれぞれの図の xを求めよ。 
(1)             (2)            (3) 

 

 

 

  

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 4=x  (2) 12=x  (3) 7=x  

[解説] 

(1) BC // DEなので，DE：BC＝AD：AB， ( )63:312: +=x  

外項の積 9×x は内項の積 312× に等しいので， 369 =x  ゆえに 4=x  

(2) BC // DEなので，AD：AB＝DE：BC 

( ) 15:518:18 =− x ， ( ) 3:118:18 =− x  

外項の積 ( ) 318 ×− x は内項の積 118× に等しいので 

( ) 18183 =− x ， 618 =− x ， 12,186 −=−−=− xx  ゆえに， 12=x  

(3) BC // DEなので，BC：DE＝CA：AD， 3:121:,18:621: == xx  

外項の積 3×x は内項の積 121× に等しいので， 213 =x  ゆえに 7=x  

 

[問題](3学期) 

 右の図で，直線 srqp ,,, が平行のとき， yx, の値を求め

なさい。 
[解答欄] 

x  y  

[解答]
2

15
=x ， 10=y  
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[解説] 

平行線の性質より， 8:610: =x  

外項の積 8×x は内項の積 610× に等しいので， 

2
15

8
60860,608 ==÷== xx  

また， ( ) 10:58: += xy  

2
15

=x を代入すると， 

10:
2
258:,10:5

2
158: =






 += yy  

内項の積は外項の積に等しいので， 10,10010,
2
25810 ==×=× yyy  

 

 

[問題](3学期) 
 下の図で nml ,, が平行のとき， xの値を求めよ。 

(1) (2) 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 6=x  (2) 10=x  

[解説] 

(1) nml ,, が平行なので， ( ) 4:18:33 =− xx  

内項の積 18×x は，外項の積 ( ) 433 ×− x  に等しいので， 

( )xx −= 33418 ， xx 413218 −= ， 13222 =x  ゆえに 622132 =÷=x  

(2) nml ,, が平行なので， 12:815: =x  外項の積 12×x は，内項の積 815× に等しいの

で， 81512 ×=x ， 12012 =x  ゆえに 10=x  
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[問題](3学期) 

 次の xの値をそれぞれ求めなさい。 
(1)            (2)            (3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 6=x  (2) 
3

16
=x  (3) 

9
64

=x   

[解説] 

(1) DE // BCなので， ( )48:89: +=x  

外項の積 12×x は，内項の積 89× に等しいので， 

7212 =x ，ゆえに 61272 =÷=x  

(2) DE // BCなので，AD：DB＝AE：EC 

よって， ( ) 3:52:2 =−x  
外項の積 ( ) 32 ×−x は，内項の積 52× に等しいので 

( ) 2
3

10,
3

102,1023 +==−=− xxx  

ゆえに，
3

16
=x  

(3) nml //// なので， ( ) xx :168:10 −=  

外項の積 x×10 は，内項の積 ( )x−× 168 と等しいので， 

( )xx −= 16810  

12818,812810 =−= xxx  ゆえに
9
64

18
128

==x  
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[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

(5) (6) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 6=x  (2) 
5
24

=x  (3) 
5
48

=x  (4) 9=x  (5) 10=x  (6) 8=x  
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[解説] 

(1) DE // BCなので， x:98:12 =  

外項の積 x×12 は，内項の積 98× に等しいので， 

7212 =x ， 61272 =÷=x  

(2) AC // DEなので，DE：AC＝BD：BA 

よって， ( )46:68: +=x  

外項の積 10×x は，内項の積 68× に等しいので， 

4810 =x  ゆえに，
5
24

10
48

==x  

(3) BC // DEなので， 5:124: =x  

外項の積 5×x は，内項の積 124× に等しいので， 

485 =x  ゆえに
5
48

=x  

(4) nml ,, は平行なので， x:612:8 =  

外項の積 x×8 は，内項の積 612× に等しいので， 728 =x  ゆえに 9=x  

(5) nml ,, は平行なので， ( ) 6:65.4:3 −= x  

内項の積 ( )65.4 −× x は，外項の積 63× に等しいので， 

( ) 46,1865.4 =−=− xx  ゆえに， 10=x  

(6) DE // BCなので， ( ) 9:312:12 =− x  

外項の積 ( ) 912 ×− x は，内項の積 312× に等しいので， 

( ) 124,412,36129 −=−=−=− xxx  ゆえに 8=x  

 

 

[問題](3学期) 

下の図で xの値を求めなさい。 
(1) (2) 
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(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) x＝12 (2) x＝10 (3) 
2
9

=x  (4) x＝7.2 

[解説] 

(1) BC // DEなので， x：16＝9：12 

外項の積は内項の積に等しいので， x×12＝16×9， x＝16×9÷12＝12 

(2) BC // DEなので， x：15＝12：(12＋6)， x：15＝12：18， x：15＝2：3 

外項の積は内項の積に等しいので， x×3＝15×2， x＝30÷3＝10 

(3) BC // DEなので，3： x＝4：6，3： x＝2：3 

内項の積は外項の積に等しいので， x×2＝3×3， x＝9÷2＝
2
9

 

(4) nml //// なので，5.4： x＝6：(14－6)，5.4： x＝3：4 

内項の積は外項の積に等しいので， x×3＝5.4×4 よって， x＝5.4×4÷3＝7.2 

 

[問題](2学期期末) 

 次の図で， yx, の値を求めなさい。 
(1)           (2)            (3) 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
3

16,
3
20

== yx  (2) 
2
7,10 == yx  (3) 

3
16,8 == yx  

[解説] 

(1) PQ // BCなので， 3:54: =x  

外項の積 3×x は，内項の積 54× に等しいので， 

203 =x  ゆえに，
3
20

=x  

次に， ( )2:25:3 −= y  

外項の積 ( )23 −× y は，内項の積 25× に等しいので， 

( ) 1023 =−y ，
3

102 =−y ，
3

162
3

10
=+=y  

(2) cba ,, は平行なので， 4:85: =x  

外項の積 4×x は，内項の積 85× に等しいので， 

404 =x  ゆえに， 10=x  

次に， y:74:8 =  

外項の積 y×8 は，内項の積 74× に等しいので， 

288 =y  ゆえに，
2
7

8
28

==y  

(3) dcba ,,, は平行なので， 

( )693:916: ++=x  

外項の積 18×x は，内項の積 916× に等しいので， 

91618 ×=x  ゆえに 8
18

916
=

×
=x  

次に， ( )693:616: ++=y  

外項の積 18×y は，内項の積 616× に等しいので， 

61618 ×=y  ゆえに，
3

16
18

616
=

×
=y  
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[問題](2学期期末) 

 次の図で yx, の値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
3
70,6 == yx  (2) 

3
20

=x  (3) 15=x   

[解説] 

(1) BC // DEなので， 8:12:9 =x  

内項の積 12×x は，外項の積 89× に等しいので， 

7212 =x  ゆえに 61272 =÷=x  

次に， ( )812:12:14 +=y  

内項の積 12×y は，外項の積 2014× に等しいので， 

28012 =y  ゆえに
3
70

12
280

==y  

(2) BC // DEなので， 12:108: =x  

外項の積 12×x は，内項の積 108× に等しいので， 

8012 =x  ゆえに
3
20

12
80

==x  
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(3) 3本の直線が平行なので， ( ) ( )9:98:820 −=− x  

外項の積 ( )912 −× x は，内項の積 98× に等しいので， 

( ) 69,72912 =−=− xx  ゆえに， 15=x  

 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で， xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 10=x  (2) 
5
24

=x  (3) 1.2=x  

[解説] 

(1) AD // BCなので， 3:56: =x  

外項の積 3×x は，内項の積 56× に等しいので， 

303 =x  ゆえに， 10330 =÷=x  

(2) AC // DEなので， ( )46:68: +=x  

外項の積 10×x は，内項の積 68× に等しいので， 
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4810 =x  ゆえに，
5
24

10
48

==x   

(3) ml // なので， 4.2:8.18.2: =x  

外項の積 4.2×x は，内項の積 8.18.2 × に等しいので， 

8.18.24.2 ×=x ， 1828240 ×=x  

ゆえに
10
21

240
1828

=
×

=x  
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【】平行線と線分の比②：台形 

[問題](2学期期末) 

 次の図の xを求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 4=x  

[解説] 

右図のように AC // DHとなる補助線を引くのがポイント。 

nml ,, が平行なので三角形の部分に注目すると， 

GE：HF＝DE：DF 

( ) ( ) ( )x+=−− 2:225:23  

( )x+= 2:23:1  

外項の積 ( )x+× 21 は，内項の積 23× に等しいので， 

62 =+ x  ゆえに， 4=x  

 

[問題](3学期) 

下の図の xの値を求めなさい。 
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[解答欄] 

 

[解答] 4=x  

[解説] 

右図のように補助線 AEを引くのがポイント 

nml ,, が平行なので三角形の部分に注目すると， 

AC：AE＝BC：DE， 

( ) ( ) ( )310:363:3 −−=+ x  

( ) 7:33:3 =+ x ， 73 =+ x ， 4=x  

 

 

[問題](3学期) 
下の図で， xの値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 
[解答欄] 

 

[解答] 5=x  

[解説] 
右図のように，FHに平行になるように直線 ADをひくと， 

四角形 AEGF，四角形 EDHGはともに平行四辺形になるので， 

EG＝DH＝AF＝4 よって，BE＝1，CD＝3 

BE // CDなので，AB：AC＝BE：CD 

よって，2.5：(2.5＋ x )＝1：3 

内項の積は外項の積に等しいので，2.5＋ x＝2.5×3 よって， x＝7.5－2.5＝5 
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[問題](2学期期末) 

 次の図形で， xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 6=x  

[解説] 

nm // なので，CD：FG＝AC：AF， 

( ) ( ) 9:33:34 =−− x  ( ) 3:13:1 =−x  

内項の積 ( ) 13 ×−x は，外項の積 31× と等しいので， 
33 =−x  ゆえに， 6=x  

 
 

 

[問題](2学期期末) 
 右の図で，四角形 ABCDは AD // BCの台形である。ま

た，点 P，Qは，それぞれ辺 AB，CD上の点で， 

PQ // ADである。AD＝8cm，BC＝18cm，
5
2

=
AB
AP
のと

き，PQの長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]12cm 
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[解説] 

A を通って CD に平行な直線を引き，PQ，BC との交点

をそれぞれ R，Sとすると， 

BS＝18－8＝10 

PR // BSなので，PR：BS＝AP：AB 

ゆえに PR：10＝2：5 

外項の積 PR×5は，内項の積 10×2に等しいので， 

5PR＝20 ゆえに，PR＝4 

また RQ＝8 ゆえに PQ＝PR＋RQ＝4＋8＝12cm 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 2=x  

[解説] 

AF：FC＝1：1，DE：EB＝1：1なので，EF // BC 

△CADで，FG：AD＝CF：CA＝1：2，FG：6＝1：2 

外項の積 FG×2は，内項の積 6×1と等しいので， 

FG×2＝6 よって FG＝3 

また，△DBCで，EG：BC＝DE：DB＝1：2 

EG：BC＝1：2 で BC＝10なので，EG：10＝1：2 

外項の積 EG×2は，内項の積 10×1と等しいので， 

2EG＝10 ゆえに EG＝5 x＝EG－FG＝5－3＝2 
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[問題](2学期期末) 

 右の図において，四角形 ABCDは AD // BC， 

AD＜BCの台形で，対角線 BD，ACの中点をそれぞれ P，

Qとする。BC＝ x，AD＝ yとして，PQの長さを yx, を

用いた式で表せ。 
[解答欄] 

 

[解答] yx
2
1

2
1

−  

[解説] 

DP：PB＝1：1，AQ：QC＝1：1 なので平行線の性質

より，PQ // BC ゆえに PR // BC，PR // AD 

△DBCで，DP：DB＝1：2なので，PR：BC＝1：2 

ゆえに PR＝
2
1

BC＝ x
2
1
･･･① 

また，△CADで，CQ：CA＝1：2なので， 

QR：AD＝1：2 ゆえに QR＝
2
1

AD＝ y
2
1
･･･② 

①，②より，PQ＝PR－QR＝ yx
2
1

2
1

−  

 

[問題](3学期) 

 右の図は，AD // BCの台形 ABCDで，辺 AB，CDの中

点を E，Fとし，EFと BD，ACとの交点をそれぞれ P，

Q とする。このとき，PQ の長さを ba, で表しなさい。

ただし， ba < とする。 
[解答欄] 

 

[解答] ab
2
1

2
1

− (cm) 
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[解説] 

E，Fは，それぞれ辺 AB，CDの中点なので，平行線の性質

より EFは ADと BCに平行である。 

△BADで，Eは BAの中点で，EP // ADなので， 

EP＝
2
1

AD＝ a
2
1

 

△ABCで，同様にして，EQ＝ b
2
1
 よって，PQ＝EQ－EP＝ ab

2
1

2
1

− (cm) 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 12=x  

[解説] 

AD // BCなので，DR：RB＝AD：BC＝10：15＝2：3 

PR // ADなので，PR：AD＝BR：BD＝3：(3＋2) 

ゆえに，PR：10＝3：5 

外項の積 PR×5は，内項の積 10×3と等しいので， 

5PR＝30 ゆえに，PR＝6･･･① 

次に，RQ // BCなので，RQ：BC＝DR：DB  

RQ：15＝2：(2＋3) 

外項の積 RQ×5は，内項の積 15×2と等しいので，5RQ＝30 ゆえに，RQ＝6･･･② 

①，②より， x＝PR＋RQ＝6＋6＝12 
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【】平行線と線分の比③：特殊な三角形 

[問題](3学期) 

 次の図で，AB // CD // EFである。 
(1) BF：FDを求めなさい。 

(2) EFの長さを求めなさい。 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 2：3 (2) 
5
24

cm 

[解説] 

(1) △ABE・△ECDで，AB // CDなので平行線の性

質より，BE：EC＝AB：CD＝8：12＝2：3 

△BCDで，EF // CDなので平行線の性質より， 

BF：FD＝BE：EC＝2：3 

(2) △BCDで，EF // CDなので平行線の性質より， 

EF：CD＝BF：BD＝2：(2＋3) 

ゆえに x：12＝2：5 

外項の積 5×x は，内項の積 212× に等しいので， 

245 =x  ゆえに，
5
24

=x  

 

[問題](3学期) 

 右の図について，AB，EFはどちらも CDと平行である。 
(1) EDの長さを求めよ。 

(2) EFの長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 28 cm (2) 
5

108
cm 
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[解説] 

(1) △ABE・△EDCで，AB // CDなので， 

BE：ED＝AB：CD，42：ED＝54：36 

42：ED＝3：2 

内項の積 ED×3は，外項の積 42×2に等しいので， 

3ED＝84 ゆえに，ED＝84÷3＝28 

(2) (1)より，BE：ED＝3：2なので 

BE：BD＝3：(3＋2)＝3：5 

△BDCで，EF // DCなので，EF：CD＝BE：BD 

ゆえに EF：36＝3：5 

外項の積 EF×5は，内項の積 36×3に等しいので， 

5EF＝108 ゆえに EF＝
5

108
cm 

 

[問題](2学期期末) 

 次の図で AB，CD，EFが平行であるとき， xの 

値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
5

18
=x cm 

[解説] 

△ABE・△ECDで，AB // CDなので， 

BE：EC＝AB：DC＝6：9＝2：3 

よって，BE：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BCDで，EF // CDなので，EF：CD＝BE：BC 
x ：9＝2：5 

外項の積 x×5は，内項の積 9×2に等しいので 

185 =x  ゆえに
5

18
=x  
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[問題](2学期期末) 

 右の図で，点 Pは線分 ADと BCの交点であり，線分 

AB，PQ，CDは平行である。AB＝8cm，CD＝12cm 

のとき，線分 PQの長さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]
5
24

cm 

[解説] 

△ABP・△PCDで，AB // CDなので， 

BP：PC＝AB：CD＝8：12＝2：3 

ゆえに，BP：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BCDで，PQ // CDなので，PQ：CD＝BP：BC 

よって，PQ：12＝2：5 

外項の積 PQ×5は，内項の積 12×2に等しいので， 

5PQ＝24 ゆえに PQ＝
5
24

cm 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]
5
36

=x  
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[解説] 

△ABE・△ECDで，AB // CDなので， 

BE：EC＝AB：CD＝12：18＝2：3 

ゆえに，BE：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BCDで，EF // CDなので，EF：CD＝BE：BC 

よって， x：18＝2：5 

外項の積 x×5は，内項の積 18×2と等しいので， 

5 x＝36 ゆえに，
5
36

=x  

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]
3
40

=x  

[解説] 

△DABで，AB // EFなので， 

DF：DB＝EF：AB＝5：8 

ゆえに，DF：FB＝5：(8－5)＝5：3 

ゆえに BF：BD＝3：8 

△BCDで，EF // CDなので，EF：CD＝BF：BD 

5： x＝3：8 

内項の積 x×3は，外項の積 5×8に等しいので， 403 =x  ゆえに，
3
40

=x  
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【】平行線と線分の比④：比を移す 

[問題](2学期期末) 

 右の図で，四角形 ABCD は平行四辺形である。

BC＝10cm，AE＝3cm，EC＝4cmのとき，FDの長

さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]
2
5

cm 

[解説] 

△AFE・△EBCで，AF // BCなので 

AF：BC＝AE：EC 

AF：10＝3：4  

外項の積 AF×4は，内項の積 10×3と等しいので， 

4AF＝30 ゆえに，AF＝
2

15
4
30

= cm 

よって，FD＝AD－AF＝
2
5

2
1510 =− cm 

 

 
[問題](2学期期末) 

 次の図で，4点 A，B，C，Dは一直線上に

あり，△ABE，△BCF，△CDG はそれぞれ

AB，BC，CD を 1 辺とする正三角形です。

また，3 点 E，F，G は一直線上にあり，H

は直線 ABと直線 EFとの交点です。 

AE＝6cm，AH＝18cmのとき，線分 CGの長さを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]CG＝
3
8

cm 
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[解説] 

△ABEは正三角形なので AB＝6cm 

BH＝18－6＝12cm 

EA // FBなので，FB：EA＝HB：HA 

よって，FB：6＝12：18 

外項の積 FB×18は，内項の積 6×12と等しい

ので，18FB＝72 ゆえに FB＝72÷18＝4cm 

次に，GC // FBなので，GC：FB＝HC：HB 

GC：4＝(12－4)：12，GC：4＝8：12，GC：4＝2：3 

外項の積 GC×3は，内項の積 4×2に等しいので， 

3GC＝8 ゆえに GC＝
3
8

cm 

 

[問題](3学期) 

 次の xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 8=x  

[解説] 

DE // BCなので，AE：AC＝AD：AB＝12：18＝2：3 

FE // DCなので，AF：AD＝AE：AC 

ゆえに， x：12＝2：3 

外項の積 x×3は，内項の積 12×2と等しいので， 

3 x＝24 ゆえに x＝8 
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[問題](3学期) 

 右の図は，△ABCにおいて，BC // DE， 

BE // DFになるように辺 AB上に点 D，辺 AC上に

点 E，F をそれぞれとったものである。AE＝3cm，

EC＝2cmのとき，次の問いに答えなさい。 
(1) AF：FEを求めなさい。 

(2) AFの長さを求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 3：2 (2)
5
9

cm 

[解説] 

(1) DE // BCなので，AD：DB＝AE：ECなので，AD：DB＝3：2 

また，DF // BEなので，AF：FE＝AD：DB 

よって，AF：FE＝3：2 

(2) AF：FE＝3：2より，AF：AE＝3：5 

AF＝ x cmとすると， x：3＝3：5 

外項の積は内項の積に等しいので， 

x×5＝3×3， x＝9÷5 よって，
5
9

=x  

 

[問題](3学期) 

 右の図のような平行四辺形 ABCDがある。BCの延

長上に CE＝2cmとなる点 Eをとり，AEと BD，CD

との交点をそれぞれ F，Gとする。 
(1) 線分 DGの長さを求めよ。 

(2) BF＝12cmのとき，FDの長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
3

10
cm (2) 10 cm 
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[解説] 

(1) AD // CE，AD：CE＝10：2＝5：1なので， 

DG：GC＝5：1 

ゆえに，DG＝DC×
6
5
＝

3
10

6
54 =× cm 

(2) AB：DG＝DC：DG＝(5＋1)：5＝6：5 

AB // DGなので， 

BF：FD＝AB：DG 

ゆえに，12：FD＝6：5 

内項の積 FD×6は，外項の積 12×5と等しいので， 

6FD＝60 ゆえに FD＝60÷6＝10cm 

 

 

[問題](2学期期末) 

 次の図で，BD：DC＝2：3，AE：ED＝5：3， 

BF // DGであるとき，FG：ACの値を求めなさい。 

 

[解答欄] 

 

[解答]FG：AC＝6：25 

[解説] 

BF // DG，BD：DC＝2：3なので FG：GC＝2：3･･･① 

EF // DG，AE：ED＝5：3なので AF：FG＝5：3･･･② 

①，②の FG部分の比を 6にあわせる。 

①より FG：GC＝2：3＝6：9 

②より AF：FG＝5：3＝10：6 

よって，AF：FG：GC＝10：6：9 

ゆえに，FG：AC＝6：(10＋6＋9)＝6：25 
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[問題](2学期期末) 

 次の図の△ABCにおいて，AB＝16cm， 

AD：DB＝3：5，DE // BC，EF // AB， 

FG // CAです。このとき，EF，DGの 

長さを求めなさい。 

 

[解答欄] 

 

[解答]EF＝10cm，DG＝4cm 

[解説] 

仮定より DE // BCなので，AE：EC＝AD：DB 

仮定より AD：DB＝3：5なので， 

AE：EC＝3：5･･･① 

EF // ABなので，EF：AB＝CE：CA， 

ゆえに，EF：16＝5：(5＋3) 

外項の積 EF×8は，内項の積 16×5と等しいので， 

8EF＝80 よって EF＝80÷8＝10cm 

 

次に，仮定より AB＝16cm，AD：DB＝3：5なので， 

AD＝ 6
53

316 =
+

× cm･･･② 

仮定より EF // ABなので，BF：FC＝AE：EC 

①より AE：EC＝3：5なので，BF：FC＝3：5 

仮定より GF // ACなので，BG：GA＝BF：FC 

ゆえに BG：GA＝3：5 

AB＝16cmなので，BG＝ 6
53

316 =
+

× cm･･･③ 

GD＝AB－AD－BGなので，②，③より，GD＝16－6－6＝4cm 
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[問題](3学期) 

 右図の平行四辺形 ABDCにおいて，辺 AC上に 

AP：PC＝1：1，辺 AB上に AQ：QB＝2：1となる点 P，

Q をとり，線分 DP と CQ の交点を R，DB の延長と CQ

の延長の交点をSとする。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 線分比 CQ：QSを最も簡単な整数の比で表せ。 

(2) 線分比 PR：RDを最も簡単な整数の比で表せ。 

(3) 線分比 CR：RQを最も簡単な整数の比で表せ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 2：1 (2) 1：3 (3) 3：5 

[解説] 

(1) AC // SB，AQ：QB＝2：1なので，CQ：QS＝2：1 

(2) CP＝ xとおくと，AP：PC＝1：1なので BD＝AC＝ x2  

AC // SB，AQ：QB＝2：1なので，SB＝
2
1

AC＝ xx =× 2
2
1

 

SD＝SB＋BD＝ xxx 32 =+  

PC // SDなので，PR：RD＝PC：SD＝ 3:13: =xx  

(3) CS＝ aとおくと，(1)より CQ＝ a
3
2
，QS＝ a

3
1
  

(2)より PR：RD＝1：3なので，CR：RS＝1：3 ゆえに CR＝ a
4
1
，RS＝ a

4
3

 

RQ＝RS－QS＝ aaa
12
5

3
1

4
3

=−  ゆえに CR：RQ＝ aa
12
5:

4
1

＝3：5 
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【】平行線と線分の比⑤：補助線 

[問題](2学期期末) 

 四角形 ABCDは平行四辺形，EC // FGのと

き， xを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]
5

12
=x cm 

[解説] 

BC上に点 Hを AH // FGとなるようにとる。 

AE＝HC＝2cmなので GH＝4－2＝2cm 

BG＝7－4＝3cm 

AH // FGなので，BF：BA＝BG：BH 

5:34: =x  外項の積 5×x は，内項の積 34× に等しいので， 125 =x ，
5

12
=x  

 

[問題](2学期期末) 
 右の図のように，平行四辺形 ABCD の辺 BC を 

1：3に分ける点を P，辺 CDを 1：2に分ける点を

Q，線分DPと線分 AQの交点を Rとする。BC＝4cm

とするとき，AR：RQを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]2：1 

[解説] 

Qを通って BCに平行な直線をひき，PDとの交点を Sと

すると， 

BC＝4cm，BP：PC＝1：3なので PC＝3cm 

SQ：PC＝DQ：DC＝2：(2＋1)＝2：3 

ゆえに SQ：3＝2：3，SQ＝2cm 

また，AD // SQなので，AR：RQ＝AD：SQ＝4：2＝2：1 
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[問題](3学期) 

 右の図で，四角形 ABCD は平行四辺形で，点 M，N

は，辺 BC，CDの中点である。AM，ACと BNの交点

を E，F とします。このとき，BE：EN の値を求めな

さい。 
[解答欄] 

 

[解答]2：3 

[解説] 

右図のように MP // CN となるように補助線

MPを引く。Mは BCの中点でMP // CNなの

で，中点連結定理より，PM：CN＝1：2 

また，Nは CDの中点なので，CN：CD＝1：2 

よって，PM：CD＝1：4 

また，AB＝CDなので，PM：AB＝1：4 

AB // PMで PM：AB＝1：4なので，EP：BE＝1：4 

よって，EP＝ aとおくと，BE＝ a4 ，BP＝ aaa 54 =+  

ところで，Mは BCの中点でMP // CNなので，PN＝BP＝ a5  

よって，EN＝EP＋PN＝ aaa 65 =+  

ゆえに，BE：EN＝ a4 ： a6 ＝2：3 

 

 

[問題](2学期期末) 
 右の図で，△ABCの中線 ADの中点を E，BEの延長と，

ACの交点を Fとするとき，
AF
AC
の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答] 3=
AF
AC
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[解説] 

Dを通って CAに平行な直線をひき BFとの交点を Pとする。 

AF // PD，AE：DE＝1：1なので，AF：PD＝1：1 

DP // CF，BD：BC＝1：2なので，DP：CF＝1：2 

ゆえに AF：CF＝1：2 よって 3
1
3
==

AF
AC

 

 

[問題](2学期期末) 

 右の図のように，△ABCがあり，点 D，Eはそれぞれ

辺 AB，AC上の点で，AD：DB＝1：2，AE：EC＝3：1

である。点 Fは線分 BEと線分 CDとの交点である。 

BE＝12cmであるとき，線分 FEの長さは何 cmか。 
[解答欄] 

 

[解答]
3
4

cm 

[解説] 

D を通って BE に平行な直線を引き，AC との交点を P

とする。 

AD：DB＝1：2なので DP：BE＝AD：AB＝1：3 

ゆえに DP：12＝1：3 

外項の積 DP×3は，内項の積 12×1に等しいので， 

3DP＝12 ゆえに DP＝4cm 

また，AP：PE＝AD：DB＝1：2･･･① 

AE：EC＝3：1･･･② 

①，②より AP：PE：EC＝1：2：1 

ゆえに CE：CP＝1：3 

EF // PDなので，EF：PD＝CE：CP ゆえに EF：4＝1：3 

外項の積 EF×3は，内項の積 4×1に等しいので，3EF＝4 ゆえに EF＝
3
4

cm 
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[問題](2学期期末) 

 △ABC で，∠A の二等分線と辺 BC との交点を D とする

と，AB：AC＝BD：DCである。このことを，点 Cを通り，

ADに平行な直線を引き，辺 BAの延長との交点を Eとして

証明しなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 

AD // ECなので，∠BAD＝∠AEC (同位角)･･･① 

         ∠CAD＝∠ACE (錯角)･･･② 

仮定より，∠BAD＝∠CADなので， 

①，②より∠AEC＝∠ACE 

よって△ACEは二等辺三角形で AC＝AE･･･③ 

また，仮定より AD // ECなので， 

BA：AE＝BD：DC･･･④ 

③，④より，AB：AC＝BD：DC 

 

[問題](2学期期末) 
 解答用紙の線分 ABを 3：2 に分ける点 Pを作図せよ。 

[解答] 
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[問題](2学期期末) 

 作図問題 
  ※作図に利用したコンパスおよび定規の補助線が残ってないと，得点になりません。 

線分 ABを 1：2の比に分ける点 Pを作図により求めなさい。 

 

 

[解答] 
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【】中点連結定理①：証明問題 

[問題](3学期) 
点 P，Qが，それぞれ辺 AB，ACの中点ならば， 

  PQ // ( ア )，PQ＝( イ )×BC 

[解答欄] 

ア イ 

[解答]ア BC イ 
2
1

 

 

 

[問題](2学期期末) 

 四角形 ABCDの 4辺 AB，BC，CD，DAの中点をそれ

ぞれ P，Q，R，Sとするとき，四角形 PQRSが平行四辺形

であることを次のように証明した。空欄に適切な文字や言

葉を書き入れなさい。(同じ記号が入ってもよい) 
(証明) 

△ABDにおいて，点 P，Sは辺 AB，ADの中点なので， 

(  ア  )定理より， PS＝
2
1

( イ )，PS // ( ウ )･･･① 

同様に，△CBDにおいて 

 QR＝
2
1

( エ )，QR // ( オ )･･･② 

①，②より，PS＝( カ )，PS // ( キ )となり 

(   ク(平行四辺形になる条件)  )ので，四角形 PQRSは平行四辺形である。 

[解答欄] 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

キ  ク  

[解答]ア 中点連結 イ BD ウ BD エ BD オ BD カ QR キ QR ク 向かい合う

1組の辺が平行で等しい 
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[解説] 

＊中点が 2つあれば，連結 

→中点連結定理を利用 

＊平行四辺形になるための条件 

① 向かい合う 2組の辺がそれぞれ平行(定義) 

② 向かい合う 2組の辺がそれぞれ等しい 

③ 対角線が互いに他を 2等分する 

④ 1組の向かい合う辺が平行で等しい→この問題では④を使う。 

 

[問題](3学期) 
 四角形 ABCDの辺 AB，BC，CD，DAの中点をそれぞれ E，

F，G，Hとする。このとき，四角形 EFGHは平行四辺形で

あることを証明しなさい。 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

△DACで，Hは DAの中点で，Gは DCの中点なので，中点連結定理より， 

HG // AC･･･①，HG＝
2
1

AC･･･② 

同様に，△BACで，Eは BAの中点で，Fは BCの中点なので，中点連結定理より， 

EF // AC･･･③，EF＝
2
1

AC･･･④ 

①，③より，HG // EF 

②，④より，HG＝EF 

よって，四角形 EFGHで，1組の向かい合う辺が平行で等しいので， 

四角形 EFGHは平行四辺形になる。 
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[問題](2学期期末) 

 四角形 ABCDで，辺 AB，BC，CD，DAの中点を P，Q，R，Sとするとき，四角形 PQRS

が平行四辺形になることを証明しなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

[解答] 

△ABDにおいて， 

仮定より AP＝PB，AS＝SDなので，中点連結定理より 

PS // BD，PS＝
2
1

BD･･･① 

同様にして，△CBDにおいて，QR // BD，QR＝
2
1

BD･･･② 

①，②より PS // QR，PS＝QR 

ゆえに 1組の辺が平行で等しいので，四角形 PQRSは平行四辺形である。 

 

[問題](3学期) 
 ニ等辺三角形 ABCの頂角 Aの二等分線と底辺 BCとの交

点を N，辺 ACの中点を Dとします。このとき， 

△DAN が二等辺三角形であることを次のように証明しまし

た。次の(  )にあてはまるものを書きなさい。ただし，(ア)，

(イ)には言葉，(ウ)，(エ)には文字を使った式を書くこと。 

[証明] 

ANは二等辺三角形の頂角の二等分線だから，Nは BCの( (ア) )。 

また，Dは ACの中点である。 

よって，( (イ) )定理より，DN＝( (ウ) )･･･① 

また，AD＝
2
1

AC･･･②  AB＝AC･･･③ 

①，②，③より，DN＝( (エ) ) よって，△DANは二等辺三角形である。 
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[解答欄] 

(ア)  (イ)  (ウ)  

(エ)  

[解答](ア) 中点 (イ) 中点連結 (ウ) 
2
1

AB (エ) DA 

[解説] 

＊中点が 2つあれば，連結 

→中点連結定理を利用 

 

＊二等辺三角形の頂角の二等分線 

は底辺を垂直二等分する。 
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【】中点連結定理②：長さ 

[問題](3学期) 

 右の図で，M，N はそれぞれ辺 AB，AC の中点です。

このとき， xの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答] 8=x  

[解説] 

中点連結定理より， 

MN＝
2
1

BCなので， 816
2
1

=×=x  

 

 

[問題](3学期) 

 図で，M，Nはそれぞれ△ABCの辺 AB，ACの中点，D，

Eはそれぞれ線分MB，NBの中点である。BC＝12cmのと

き，線分 DEの長さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]3cm 

[解説] 

△ABCにおいて，M，Nは辺 AB，ACの中点なので 

中点連結定理より， 

MN＝
2
1

BC＝ 612
2
1

=× cm 

次に，△BMNにおいて， 

D，Eはそれぞれ線分 BM，BNの中点であるので 

中点連結定理より， 

DE＝
2
1

MN＝ 36
2
1

=× cm 
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[問題](2学期期末) 

 △ABC で，右の図のように，辺 AB の中点を M，辺

BCを 3等分する点を D，Eとし，AEと CMの交点を F

とする。MD＝4cm であるとき，線分 AF の長さを求め

よ。 
[解答欄] 

 

[解答]6cm 

[解説] 

△BAEにおいて， 

仮定より，Mは BAの中点，Dは BEの中点なので 

中点連結定理より， 

AE＝2MD＝2×4＝8cm，MD // AE 

次に，△CDMにおいて，Eが CDの中点で， 

MD // AEなので中点連結定理より，EF＝
2
1

MD＝ 24
2
1

=×  

ゆえに AF＝AE－EF＝8－2＝6cm 

 

 [問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 
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[解答] 2=x  

[解説] 

△AECにおいて，Dは AEの中点で，Fは ACの中点

なので，中点連結定理より， 

EC＝2DF＝ x2 ･･･①，DF // EC･･･② 

次に，△BDFにおいて， 

Eは BDの中点で，②より EG // DFなので 

中点連結定理より，EG＝
2
1

DF＝ x
2
1
･･･③ 

EC＝EG＋GCなので①，③より， 3
2
12 += xx  

63,64 =+= xxx  ゆえに， 2=x  

 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] x＝10.5 

[解説] 

△BCDにおいて，Eは BDの中点，Fは BCの中点なので

中点連結定理より， 

DC＝2EF＝2×7＝14･･･①，EF // DC･･･② 

次に，△AEFにおいて，Dは AEの中点で， 
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②より DG // EFなので中点連結定理より， 

DG＝
2
1

EF＝
2
1
×7＝3.5･･･③ 

DC＝DG＋GCなので，①，③より， 

14＝3.5＋ x  ゆえに， x＝10.5 

 

 

[問題](2学期期末) 

 下の図で xの値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]
3

14
=x  

[解説] 

△ADCで，EF // DCなので， 

EF：DC＝AF：AC＝3：(3＋2) 

ゆえに，2：DC＝3：5 

内項の積 DC×3は，外項の積 2×5に等しいので 

3DC＝10，DC＝
3

10
 

△BEGにおいて，Cは BGの中点，DC // EGなので，中点連結定理より EG＝2DC 

EG＝ 2+x なので，
3

1022 ×=+x ，
3

142
3
20

=−=x  
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【】中点連結定理③：長さ 

[問題](2学期期末) 

 右の図で，△ABC の辺 AB を 3 等分した点を K，L，

辺 ACの中点をMとし，直線 KM，BCの交点を Pとす

る。このとき，KM：MPの値を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]1：3 

[解説] 

LCをむすぶ。 

△ACLにおいて，Kは ALの中点，Mは ACの中点な

ので中点連結定理より，LC＝2KM，KM // LC･･･① 

△BKPにおいて，Lは BKの中点，①より KP // LC

なので中点連結定理より，KP＝2LC＝4KM 

ゆえにMP＝KP－KM＝4KM－KM＝3KM 

ゆえに KM：MP＝KM：3KM＝1：3 

 

[問題](3学期) 
 右の図で，2 点 P，Q はそれぞれ辺 AB，AC の

中点であり，点 Rは 2つの線分 BQと CPとの交

点である。PR＝5m，QR＝4cmのとき，BRの長

さを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]8cm 

[解説] 

2点 P，Qはそれぞれ辺 AB，ACの中点なので，中点連結定理より， 

PQ // BC，PQ：BC＝1：2 

PQ // BCなので平行線の性質より，QR：BR＝PQ：BC 

よって，QR：BR＝1：2で，QR＝4なので， 

4：BR＝1：2 内項の積は外項の積に等しいので，BR×1＝4×2 よって，BR＝8cm 
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[問題](2学期期末) 

 右の図のように三角形 ABCがある。辺 AB，ACの中

点をそれぞれ D，Eとし，辺 BCを 2：3に分ける点を

Fとする。また，線分 CDと線分 EFとの交点を Gとす

る。CG＝9cmのとき，線分 GDの長さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]GD＝
2

15
cm 

[解説] 

仮定より BF：FC＝2：3なので，BF＝ a2 ，FC＝ a3 とおくと，BC＝ a5  

次に，DEを結ぶ。 

△ABCにおいて，Dは ABの中点，Eは ACの中点なの

で中点連結定理より，DE // BC･･･①，DE＝
2
1

BC 

BC＝ a5 なので DE＝ aa 5.25
2
1

=×  

①より DE // FCなので，平行線の性質より，CG：GD＝CF：DE 

仮定より CG＝9cmなので，9：GD＝ a3 ： a5.2 ，9：GD＝6：5 

内項の積 GD×6は，外項の積 9×5に等しいので， 

6GD＝45 ゆえに GD＝
6
45
＝

2
15

cm 

 

[問題](3学期) 

 図で，点 D，Eはそれぞれ辺 BC，CAの中点である。 

また，ADの中点を F，ADと BEとの交点を Gとする。 
(1) FE：DCを求めなさい。 

(2) AG：GDを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 1：2 (2) 2：1 
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[解説] 

(1) △ADCで Eは ACの中点，Fは ADの中点なので 

中点連結定理より，FE // DC，FE：DC＝1：2 

(2) (1)より FE：DC＝1：2， 

DC＝BDなので，FE：BD＝1：2 

(1)より FE // BDなので， 

FG：GD＝FE：BD＝1：2 

ゆえに FG＝ aとおくと，GD＝ a2  

AF＝FD＝FG＋GD＝ aaa 32 =+  

ゆえに AG＝AF＋FG＝ aaa 43 =+  

ゆえに AG：GD＝ 1:22:4 =aa  

 
 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，△ABCがある。辺 AB，ACの中点をそ

れぞれ D，Eとし，辺 BCを 1：2に分ける点を Fとする。

また，線分 CD と線分 EF との交点を G とする。CG＝6cm

のとき，線分 GDの長さを求めなさい。(広島県) 

[解答欄] 

 
[解答]4.5 cm 

[解説] 

仮定より BF；FC＝1：2なので，BF＝aとおくと，FC＝2a 

よって，BC＝a＋2a＝3a 

D，Eはそれぞれ AB，ACの中点なので，中点連結定理より， 

DE // BC，DE＝
2
1

BC＝
2
1
×3a＝1.5a 

DE // FCなので，平行線の性質より，GD：GC＝DE：FC 

よって，GD：6＝1.5a：2a，GD：6＝3：4 

比の外項の積は内項の積に等しいので，GD×4＝6×3，GD＝6×3÷4＝4.5(cm) 
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[問題](2学期期末) 

 右の図は，平行四辺形 ABCD で，辺 AB，BC，CD

の中点を L，M，Nとし，LM，ANが対角線 BDと交

わる点を P，Qとしたものである。いま，BD＝12cmと

したとき，線分 PQの長さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]5cm 

[解説] 

Nは DCの中点で AB＝DCなので， 

AB：DN＝2：1 

また，平行四辺形の向かい合う辺は平行なので AB // DN 

ゆえに，平行線の性質より BQ：QD＝2：1 

BD＝12cmなので，QD＝12×
21

1
+
＝4cm･･･① 

次に，ACをむすび BDとの交点を Oとする。 

△BACで，Lは BAの中点で，Mは BCの中点なので， 

中点連結定理より，LM // AC･･･② 

△BAOで Lは BAの中点で，②より LP // AOなので，中点連結定理より，BP＝PO 

Oは BD(＝12cm)の中点なので BO＝12÷2＝6cm 

ゆえに，BP＝6÷2＝3cm･･･③ 

①，③より PQ＝BD－QD－BP＝12－4－3＝5cm 
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【】中点連結定理④：角度 

[問題](3学期) 

 四角形 ABCD で，辺 AB，CD，対角線 AC の中点をそ

れぞれ P，Q，Rとする。∠BCA＝30°，∠CAD＝60°の

とき，∠PRQの大きさを求めなさい。 
[解答欄] 

 
[解答]150° 

[解説] 

△ABCにおいて，Pは ABの中点，Rは ACの中点なので

中点連結定理より，PR // BC 

平行線の錯角は等しいので，∠ARP＝∠ACB＝30°･･･① 

同様に，△CADにおいて，中点連結定理より RQ // AD 

平行線の錯角は等しいので，∠CRQ＝∠CAD＝60° 

∠ARQ＝180°－∠CRQ＝180°－60°＝120°･･･② 

①，②より∠PRQ＝∠ARP＋∠ARQ＝30°＋120°＝150° 

 

[問題](3学期) 

 右の図の四角形 ABCD において，AB＝CD であり，線

分 AD，BC，BD の中点をそれぞれ E，F，G とする。こ

のとき∠GFEの大きさを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]25° 

[解説] 

△DABにおいて，Eは DAの中点，Gは DBの中点な

ので中点連結定理より，EG // AB，EG＝
2
1

AB 

同様に，△BCDにおいて，GF // CD，GF＝
2
1

CD 
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仮定より AB＝CDなので，EG＝GF ゆえに△EFGは二等辺三角形になる。 

∠EGD＝∠ABG＝30°(平行線の同位角は等しい) 

同様に∠BGF＝∠BDC＝80° 

よって∠DGF＝180°－80°＝100° 

ゆえに∠EGF＝30°＋100°＝130° 

△EFGは二等辺三角形なので∠GFE＝
2

130180 °−°
＝25° 

 

[問題](3学期) 
 右の図で，AB＝CD，点M，N，Pが，それぞれ

線分 AD，BC，BDの中点である。 

また，∠ABD＝20°，∠BDC＝60°である。こ

のとき，∠PMNの大きさを求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]20° 

[解説] 

仮定より，DM＝MA，DP＝PB なので中点連結定理

より，MP // AB･･･①，PM＝
2
1

AB･･･② 

また，BP＝PD，BN＝NCなので中点連結定理より， 

PN // CD･･･③，PN＝
2
1

CD･･･④ 

①より，平行線の同位角は等しいので，∠MPD＝∠ABP＝20° 

③より，平行線の同位角は等しいので，∠BPN＝∠BDC＝60°で， 

∠NPD＝180°－60°＝120° 

よって，∠NPM＝∠NPD＋∠MPD＝120°＋20°＝140°･･･⑤ 

次に，仮定より AB＝CDなので，②，④より，PM＝PNとなり，△PMNは二等辺三角形

になる。よって，∠PMN＝∠PNM･･･⑥ 

⑤，⑥より∠PMN＝(180°－140°)÷2＝20°となる。 
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[問題](2学期期末) 

 右の図は，五角形 ABCDE に 5 本の対角線をひいたも

のであり，∠ACE＝34°，∠CEB＝42°， 

∠EBD＝30°である。また，点 Fは対角線 ACと BDの

交点であり，5点 P，Q，R，S，Tは，それぞれ辺 AB，

BC，CD，DE，EAの中点である。次の問いに答えなさ

い。 
(1) ∠AFDの大きさを求めなさい。 

(2) 5本の対角線の長さの和が 

AC＋CE＋EB＋BD＋DA＝36cm 

のとき，5点 P，Q，R，S，Tを結んでできる。五角形 PQRSTの周の長さ 

PQ＋QR＋RS＋ST＋TPを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 106° (2) 18cm 

[解説] 

(1) 三角形の 2つの内角の和は他の外角に等しい。 

△CEGに注目すると， 

∠AGE＝∠GCE＋∠GEC＝34°＋42°＝76° 

対頂角は等しいので∠BGF＝∠AGE＝76° 

△BFGに注目すると， 

∠AFD＝∠FBG＋∠BGF＝30°＋76°＝106° 

(2) △BACについて，P，Qはそれぞれ辺 BA，BCの中点な

ので，中点連結定理より PQ＝
2
1

AC 

同様に，QR＝
2
1

BD，RS＝
2
1

CE，ST＝
2
1

DA，TP＝
2
1

EB 

ゆえに，PQ＋QR＋RS＋ST＋TP 

＝
2
1

( AC＋BD＋CE＋DA＋EB)＝ 1836
2
1

=× cm 
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【】重心と面積 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 右の図において，点 G は△ABC の 2 つの中線 AD，BE

の交点である。△ABCの面積が 72cm2であるとき， 

△GBDの面積を求めよ。(福島県) 

[解答欄] 

 
[解答]12 cm2 

[解説] 

右図のように，三角形の重心を通る 3つの中線で分けられる

6つの部分の面積はすべて等しくなる。 

したがって，1個分の面積は，72÷6＝12(cm2)になる。 

 

このことを右下の図で説明する。 

Gは△ABCの重心なので，D，E，Fは各辺の中点になる。 

△GBDと△GDCで，BD，DCをそれぞれの底辺とすると，高さは共通になるので，2つ

の三角形は面積が等しくなる。 

よって，(△GDCの面積)＝S 

次に，△GBDと△GABの面積について考える。 

Gは△ABCの重心なので，AG：GD＝2：1 

△GBDと△GABで，DG，GAをそれぞれの底辺とすると，

高さは共通になるので，2つの三角形の面積は底辺の比と等

しく 1：2になる。 

したがって，(△GABの面積)＝2S 

Fは ABの中点なので，△GABは GFによって面積が二等分される。 

よって，(△GBFの面積)＝(△GAFの面積)＝S となる。 

同様にして，(△GACの面積)＝2Sで，(△GCEの面積)＝(△GAEの面積)＝Sとなる。 

以上より，6つの三角形の面積はすべて等しくなる。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，点 Gは△ABCの重心である。また，直線 CG

と辺ABの交点をDとする。△ABCの面積が 8cm2のとき，

△ADGの面積を求めなさい。(佐賀県) 

[解答欄] 

 

[解答]
3
4

cm2 

[解説] 

Ｇは△ABCの重心なので， 

(△ADGの面積)＝(△ABCの面積)÷6＝8÷6＝
3
4

(cm2) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，四角形 ABCDは平行四辺形で，E，Fはそれ

ぞれ辺 AD，BCの中点である。図の黒い部分の面積の和は，

平行四辺形 ABCDの面積の何倍ですか。 

(愛知県) 

[解答欄] 

 

[解答]
12
5
倍 

[解説] 

右図の△ABCで，Oは ACの中点，Fは BCの中点なので， 

Gは△ABCの重心になる。 

△AGO の面積を S とすると，△AGH，△BGH，△BGF，

△CGF，△CGOの面積はすべて Sとなる。 

したがって，(△ABCの面積)＝S×6＝6S 

(平行四辺形 ABCDの面積)＝6S×2＝12S となる。 

次に，△OGFの面積を求める。 
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△OAGと△OGFで，AG，GFをそれぞれの底辺とすると，高さは共通になるので，面積

比は底辺の比と等しくなる。Gは△ABCの重心なので，AG：GF＝2：1 

したがって，(△OAGの面積)：(△OGFの面積)＝2：1 

(△OAGの面積)＝Sなので，(△OGFの面積)＝
2
1

S 

よって，(黒い部分の面積)＝(△ABG＋△OGF)×2＝(2S＋
2
1

S)×2＝5S 

ゆえに，(黒い部分の面積)÷(平行四辺形 ABCDの面積)＝5S÷12S＝
12
5

(倍) 
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